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日、南アフリカ共和国のケープタウンに出張する機会がありました。出掛ける
前に、何人かの同僚や友人が心配して、「エボラは大丈夫か」、と声を掛けてく
れました。最近、エボラ出血熱が大流行したギニア、リベリア、シエラレオネ
の西アフリカ 3 カ国とアフリカ大陸の南端に近いケープタウンでは同じアフリ
カ大陸とはいっても直線距離で 5,000 キロ以上離れています。この距離を考え
るとインドネシアで鳥インフルエンザが流行しているので、日本に行って大丈
夫か、と言っているに等しい心配なのですが、日本からアフリカ大陸までの距
離の遠さの感覚がまずあって、アフリカ大陸自体の広大さへの距離感がつかみ
にくくなっているのだと思います。

以前シンガポール勤務の時は、執務机の横に東南アジアが中心にある世界地
図を貼っていました。この地図では、シンガポールの位置するマレー半島を中
心に東に南シナ海、西にベンガル湾、インド洋と広大な海洋が広がっていて、
ASEAN 各国からインドまで、海でつながっていることがよくわかります。歴
史をさかのぼれば、近代世界史における経済交流の中心は、東南アジア、イン
ド洋を中心とした海域でした。14 世紀には環インド洋経済圏にイスラム文化
が広がり、東シナ海、南シナ海は中国の影響下にあって、この地域を通じて二
つの文明が交差していました。かつて民俗学者の梅棹忠夫は、東洋と西洋の間
に、いずれにも属さない「中洋」があること、それは海洋ではインド洋を中心
とした地域であると指摘しました。西洋、すなわちヨーロッパの人々はインド
洋を介して多くの物品を持ち返り、それがヨーロッパに繁栄をもたらしました。

シンクタンクの仕事では、世界地図を俯瞰（ふかん）する地政学的大局観を
歴史観、文明観と重ねて多面的に事象をとらえることが重要です。長い歴史の
変遷を経て、現在では東南アジア、インド洋をめぐる地域が再び世界の貿易、
経済発展をつなぐ大きな舞台となっています。中国はこの地域に「海のシルク
ロード」の構築を提唱し、周辺国の港湾整備などインフラ構築支援を進めるこ
とにより関与を深めようとしています。歴史上、この地域を経由した貿易のメ
リットを享受して最初に経済発展を遂げたのは、ユーラシア大陸の両端にある

「海洋国家」日本と英国です。この地域の発展は、今後の日本にとっても大き
なチャンスであり、確かな座標軸をもって新たな「海図」を描くべき時です。

いつの時代においても国家や大きな組織のリーダが、座標軸を失い、進むべ
き方向を誤っては後に大変な損失をもたらします。過去の歴史や将来の展望、
地域の動向も踏まえ、ダイナミックな視座で判断することが求められます。
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